


学校概要

N.S.W.日本語補習校は、子どもたちに日本語と日本文化を継承したいと願う多くの保
護者の要望に応え、2004年に非営利のコミュニティーランゲージスクールとしてシド
ニーのインナーウエスト地区に設立されました。(政府団体NSW Federation of
Community Language Schoolsに所属 )
保護者のいずれかまたは両方が日本のバックグラウンドを持つ家庭からの生徒が多く

在籍しています。当補習校はオーストラリア現地校と同様の4学期制を採用し、1学期
ごとに9回、年間36回、毎週土曜日の午前9時30分から午後12時15分に授業を行って
います。

[概要] 2021年 7月現在

●名称 N.S.W. 日本語補習校

●設立年月日 2004年5月1日
●所在地 Ashfield Public School

Liverpool Road Ashfield NSW 2131
●Incorporation Number INC9881455
●ABN 48892474338

[職員]

●運営委員

　 　学校代表 2名（保護者より選出）

　 　教務 2名（保護者より選出）

　会計 2名（保護者より選出）

　 ●教職員

　 　主任 2名

　 　教員 8名（主任を含む）

　 　アシスタント 4名（１学期５名）

[家族]

●全家族数 64家庭

[生徒]

●全校生徒数 77名（男子35名、女子42名）

プレップクラス：12名（男子6名、女子6名）



生徒概要
2004年の補習校設立初年度は、学校代表を含む教員6名、アシスタント3名による教
職員と、3歳から12歳までの全校生徒69名、全6クラスでスタートしました。2021年7月現
在は、全8クラス、77名の生徒が在籍しています。
2020年度は2019年度卒業予定の在校生がアドバンスへ移行したことでYear6以上の
お子さんを受け入れました。また、2021年度は入学希望者が多かったことから、３歳対
象のプレップクラス（午後1:00-2:30、隔週）を設けました。

2020年10月からAshfield Public schoolに移転し、設備が前施設より大きめなことか
ら、2022年度からの入学対象者を3歳6ヶ月に引き上げました。
●生徒数の推移（単位：名）（2021年7月現在）

*プレップクラスは、入学前のお子さんなので、補習校の全校生徒数には含まれておりませ

ん。

●2021年度クラス別生徒数と男女比（2021年7月現在）



職員概要
[教員・アシスタント]
担任教師は有資格者、もしくはそれと同等の知識や経験を有しています。さらに幼児

部と小学部低学年には、アシスタントが配属され、生徒の学習をサポートします。

●2021年度クラス別教師、アシスタント数（2021年7月現在）

[運営委員会・保護者ボランティア]
　当補習校は保護者のボランティアで運営されています。保護者から選出された代表

２名、教務２名、会計２名の６名からなる運営委員会が中心となって、各クラス委員長

がクラスを取りまとめ、運営委員会の監督の下、学校行事やファンドレージング活動、

学校図書当番などのクラス業務を担当します。

　また、各クラス委員長補佐に選出された保護者を中心に、毎年Lewisham Public
Schoolで行われていたハーモニーデーのワークショップも行っていました。2021年度
はAshfield Public School現地校の校長先生よりご依頼いただき、２クラスと運営委
員会を中心にハーモニーデーワークショップを行いました。

　「負担免除金」制を取り入れており、年度初めにお支払いいただくことで、ボランティ
ア業務の免除を受けることもできます。



授業内容

N.S.W.日本語補習校は国籍を問わず、満3歳6ヵ月からYear  6（現地校の学年）までの
子どもたちが能力に応じたクラスに分かれ、直接教授法で日本語を学んでいます。授

業は日本語のみで行われ、学校内では日本語のみを話すように指導されます。読む

こと、書くこと、聞くこと、話すことを中心に、季節の行事を取り入れた日本文化の伝承

にも力を入れています。担任は年間計画に基づき、学期、週ごとに授業計画を作成し

授業を進めます。

2020年度と2021年度は、新型コロナウィルスの規制に従い、対面式での授業が困難な
場合はオンライン授業に切り替えて対応しております。

●2021年度のクラス編成、授業内容

クラス 授業内容
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　　[幼児部]

　　●　日本語であいさつする

　　●　歌、手遊び、工作

　　●　鉛筆を持つ練習をする

　　●　絵や本を見ながら日本語の語彙を増やす

　　●　自分の名前を見分け、認識する

　　●　ひらがなの読み書きを練習する

　　●　数に親しむ

　　●　学校行事に参加する

[小学部低学年]

　　教科書を導入した授業が始まる　（国語教科書1年～2年）

　　●　カタカナの読み書きを練習をする

　　●　漢字学習

　　●　簡単な文章の内容を理解する

　　●　簡単な文章を書く練習をする

　　●　数唱・数詞に親しむ

　　●　学校行事を通して日本文化に親しむ

　　[小学部高学年]

　　教科書を導入した学習　（国語教科書2年～）

　　●　漢字学習

　　●　物語文・説明文の読解

　　●　作文の学習

　　●　調べ学習の導入

　　●　発表の練習

　　●　単位・暦・時計・お金の学習

　　●　学校行事を通して日本文化を理解する



年間行事

2021年度は、新型コロナウィルスの状況も落ち着いてきたことから、年度初めより、
新校舎アッシュフィールドパブリックスクールにて対面式での授業を行い、可能な限り

でさまざまな行事が開催されています。新校舎ということ、また、他３つのコミュニティ

ランゲージスクールと場所を共用していることから、本来の学校イベントを見直しなが

らも、季節の行事を取り入れ、子どもたちが日本文化に触れる機会を積極的に設け

ています。

学期 行事

1学期

●入学式、始業式
●節分
●年次PTA総会
●ひな祭り
●クラス写真撮影
●避難訓練
●保護者による現地校
ハーモニーデーのワーク

ショップ

●終業式

2学期

●始業式
●こどもの日
●授業参観・学級懇談
●個人懇談
●日本語マラソン
●七夕祭り
●終業式

3学期

●始業式
●新入生オープンデー
(学校説明会)

●運動会
●終業式

4学期

●始業式
●新入生トライアル
●年次保護者会議
●学習発表会
●卒業式、修了式
●夏祭り



収入と支出

学校の収入は、保護者から支払われる入学金・年会費・授業料、NSW Community

Languages Schools Program（NSW州政府のコミュニティーランゲージスクール向けプロ

グラム）からの補助金、保護者による募金活動、寄付金、銀行預金の利息などで構成

されます。

支出は、人件費（教員給与）、授業教材費、倉庫借用費、事務諸経費、保険料、フェア

トレーディング年会費、広告費などで構成されます。

例年1学期第2週に開かれる年次PTA総会で、年度予算および前年度の収支決算が

報告されます。

また、毎学期行われる様々な行事を充実させるため、2017年度より収入増を目的とし

た募金活動に力を入れており、その一環として、日本語マラソンなども行われていま

す。



N.S.W.日本語補習校

校歌

作詞：冠野恵理子　作曲：ミングリス加代子

シドニーの青い空

まっすぐにのびよう

みんなであいうえお

みんなの声がこだまする

ニコニコ楽しい日本語補習校

シドニーの風の中

手をつないであゆもう

元気にあかさたな

希望の声があふれだす

キラキラ輝けみんなの未来に

連絡先

Ｅメール： nswjs2014@gmail.com
郵便宛先：Po Box 238 Petersham NSW 2049

●

学校ホームページ：　https://www.nswjapaneseschool.org/
学校フェイスブック：https://www.facebook.com/nswjapaneseschool/


